
１ はじめに
本稿は、学習行動の効果分析を通して、生涯学習推進に関係のある地域指標の抽出を意図したもの

である。その目的は、生涯学習推進に関係のある地域指標を抽出することにより生涯学習推進のアウ
トカム領域を明らかにし、さらに生涯学習推進のための地域診断法を開発することにある。その意味
で、本稿で取り上げる分析はそれらのための基礎作業ということができる。
生涯学習推進に関係のある地域指標については、これまで一人あたりの社会教育費を取り上げて、

生涯学習推進への財政投入が地域にどのような影響を与えているかを分析し、地域指標の抽出を行っ
てきた。具体的にいえば、社会教育費への財政投入が、どちらかといえばボランティア活動率、投票
率を上昇させ、大学新規卒業者無業者率、犯罪率、完全失業率、生活保護率を低下させる傾向がみら
れ、「市民性の育成」「安全・安心の確保」といった面に有用性がみられるのではないかということを
明らかにした（１）。
しかし、これからの社会は経費をかけて効果を期待する時代ではなくなると予想され、財政面の分

析だけでなく、人々のさまざまな学習活動や地域活動等が地域指標にどのような効果を与えているか
についての分析が必要であり、そのような点から地域指標を抽出しなければならないように思われる。
少子高齢化が進み、財政難はますます厳しくなると考えられ、お金をかければよいという発想では社
会が成り立たなくなってきており、むしろ公的資金を投入するかどうかにかかわらず、人々の学習行
動が地域にどのような効果をもたらしているかを明らかにすることが重要になると考えられるからで
ある。
そこで、本稿では人々の学習行動が地域社会にどのような影響を与えているかという面から地域指

標の抽出を試みることにした。

２ 研究方法
今回は、都道府県レベルのデータを取り上げ、重回帰分析等を用いて、人々の学習行動と地域指標

の関係を分析することにした。具体的には、次の通りである。

（１）学習行動について
学習行動については、次の行動者率でとらえることにした（２）。
① 学習・研究行動者率（２５歳以上）
② スポーツ行動者率（１５歳以上）
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③ 趣味・娯楽行動者率（１５歳以上）
なお、趣味・娯楽行動者率には娯楽が含まれているので、生涯学習の範疇を超える部分が含まれてい
ることに注意する必要があろう。

（２）地域指標について
次に、地域指標についてであるが、今回は市民性、安全・安心、就職、健康（３）の４領域に関わる

指標を取り上げた。具体的には次のようになっている。
⑴ 市民性に関わる地域指標：ボランティア活動率
⑵ 安心・安全に関わる地域指標：犯罪率（千人あたりの刑法犯認知件数）
⑶ 就職に関わる地域指標：中高年就職率（４５歳以上）
⑷ 健康面に関わる地域指標：生活習慣病による死亡率（人口１０万人あたり）

（３）分析の観点
平成１３年度のデータをもとに、４７都道府県全体を分析する。平成１３年度のデータを取り上げたのは、

「ボランティア活動の年間行動者率」の最新データが平成１３年度であったためである。
今回も、地域差に着目して生涯学習推進の効果を探るという方法をとり、
�）４７都道府県全体
�）一人あたりの県民所得が「高」の都府県
�）一人あたりの県民所得が「中の高」の道府県
�）一人あたりの県民所得が「中の低」の県
�）一人あたりの県民所得が「低」の県

の５つの地域類型の観点から分析した（４）。

（４）主な分析の方法
重回帰分析から算出される t 値を使った。t 値でも標準偏回帰係数と同じ結果を示すので要因分析

ができるといわれている（５）。
重回帰分析を行うにあたっては、多重共線性が生じないように説明変数間の相関係数をチェックし

て説明変数の選択を行った。また、P－値、決定係数 R２、説明変数選択基準（Ru）、分散分析表を
用いた回帰式の検定などからも説明変数（要因）の選択を行った（６）。
ここで断っておかなければならないことは、第１に、選択した説明変数のうち、学習・研究行動者

率、スポーツ行動者率、趣味・娯楽行動者率以外の説明変数については、目的変数に何らかの影響を
与えている要因としてみなし、本研究では特に意味を問うていないということである。第２は、重回
帰分析では目的変数と説明変数の因果関係を明らかにすることはできず、その意味では相関係数と同
様である。ここでは説明変数が目的変数に影響を与えているとみて分析しているが、目的変数と説明
変数の関係がそのようにいえるか、あるいは見かけの関係にすぎないかはさまざまなデータを分析し
てみないとわからない。第３は、重回帰分析は、本来、複数の説明変数の目的変数に対する影響度を
比較するときに使うものである。それに対して、ここでは、例えばボランティア活動率に対して、学
習・研究行動者率がどのような影響を与えているかなど、ある特定の要因の影響をみようとしている
ので、それが重回帰分析でどこまで可能かという問題がある。あえて重回帰分析を用いたのは、複数
の説明変数を取り込むことでできるだけ誤差を小さくすることができるのではないかと考えたからで
ある。第４は、常識的に考えても、生涯学習推進が地域の状況を大きく変えるものとは思われない。
あくまでもわずかな傾向を捉えようとする試みである。
今回の分析は、これらのことを前提とした上で、幾つもの分析結果を重ね合わせることでおおまか
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な傾向を捉えようというものに過ぎない。

３ 分析結果
分析結果をみる前に、分析の順と図の見方を説明しておこう。
ボランティア活動率、犯罪率、中高年就職率、生活習慣病による死亡率それぞれについて、①学習・
研究行動者率の影響を、�）４７都道府県全体、�）一人あたりの県民所得が「高」の都府県、�）一
人あたりの県民所得が「中の高」の道府県、�）一人あたりの県民所得が「中の低」の県、�）一人
あたりの県民所得が「低」の県の順に、次いで②スポーツ行動者率の影響を同様の地域類型の順に、
さらに③趣味・娯楽行動者率の影響を同様の地域類型の順にみることにした。
図の見方についていえば、説明変数を t 値で示し、学習関係の行動者率の要因はわかりやすいよう

に一番右にあげてある。また、説明変数には、可能な限り一人あたりの社会教育費も取り上げるよう
にした。それ以外の説明変数は、上述したように、重回帰分析の説明力を上げるために選択した変数
であり、何らかの意味をもっていると考え、それらがどのような意味であるかは問題にしていない。
また、図中のサブタイトルに「高」の都府県とか「中の高」の道府県と記されているが、すべて一

人あたりの県民所得のことである。さらに、図中の「補正 R２」とあるのは補正された決定係数 R２

のことである。

（１）ボランティア活動率への影響
図１から図５が学習・研究行動者率を含む要因のボランティア活動率への影響を示しており、図６

から図１０がスポーツ行動者率を含む要因のボランティア活動率への影響を、図１１から図１５が趣味・娯
楽行動者率を含む要因のボランティア活動率への影響を示している。なお、ここでは“影響”として
考察するが、上述したように、“影響”といえるかどうかはさまざまなデータを分析してみないとわ
からない。そのような分析は今後の課題として、ここでは“影響”の傾向性を捉えるとしてみていく
ことにする。
まず、学習・研究行動者率のボランティア活動率への影響をみてみよう。図１の４７都道府県全体の

場合をみると学習・研究行動者率の t 値はプラスの値になっている。t 値の絶対値が大きいほど目的
変数に対する影響は大きく、ここではプラスの値であれば、どちらかといえばプラスの方向に影響を
与え、マイナスの値であれば、どちらかといえばマイナスの方向に影響を与えているとみなすので、
学習・研究行動者率がアップするとボランティア活動率もアップするといった傾向がみられるのでは
ないかと推測できる。同様にみると、図３の一人あたりの県民所得が「中の高」の道府県、図５の一
人あたりの県民所得が「低」の県では学習・研究行動者率の t 値がマイナスの値になっているものの、
その他の地域類型ではプラスの値になっている。どちらかといえば、研究・学習関係の行動はボラン
ティア活動率アップに寄与しているといえるのではないかと思われる。
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次に、スポーツ行動者率のボランティア活動率への影響をみると（図６～図１０）、いずれの地域類
型でもスポーツ行動者率の t 値はプラスの値になっている。スポーツ活動が盛んになるとボランティ
ア活動も活発になる傾向として捉えることができる。
それでは、趣味・娯楽行動者率のボランティア活動率への影響はどうであろうか。図１１から図１５を

みると、図１５の一人あたりの県民所得が「低」の県を除いては趣味・娯楽行動者率の t 値はプラスの
値になっている。趣味・娯楽といった活動も、どちらかといえばボランティア活動率アップの方向に
影響を与えているとみることができる。
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（２）犯罪率への影響
学習・研究行動者率を含む要因の犯罪率への影響を示しているのが図１６から図２０であり、スポーツ
行動者率を含む要因の影響を示しているのが図２１から図２５、趣味・娯楽行動者率を含む要因の影響を
示しているのが図２６から図３０である。
まず、学習・研究行動者率の影響をみると、４７都道府県全体（図１６）、一人あたりの県民所得が「中
の低」の県（図１９）、一人あたりの県民所得が「低」の県（図２０）では学習・研究行動者率の t 値は
プラスの値となっており、犯罪率を高める方向に影響を与える結果となっている。それに対して、一
人あたりの県民所得が「高」の都府県（図１７）、「中の高」の道府県（図１８）の場合は t 値はマイナス
となっており、犯罪率を抑制する方向に影響を与える結果となっている。
スポーツ行動者率の犯罪率への影響をみると、４７都道府県全体（図２１）、一人あたりの県民所得が

「低」の県（図２５）でスポーツ行動者率の t 値はプラスの値となっている。t 値がマイナスになって
いるのは一人あたりの県民所得が「高」（図２２）、「中の高」（図２３）、「中の低」（図２４）の都道府県で
ある。
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趣味・娯楽行動者率の犯罪率への影響の場合は、４７都道府県全体（図２６）、一人あたりの県民所得
が「高」（図２７）、「中の低」（図２９）、「低」（図３０）の都府県で t 値はプラスの値となっている。t 値
がマイナスになっているのは一人あたりの県民所得が「中の高」の道府県（図２８）のみである。
このようにみると、犯罪率に対する学習・研究行動者率、スポーツ行動率、趣味・娯楽行動者率の

影響は t 値がプラスになったり、マイナスになったりしているが、図１６、図２１、図２６の４７都道府県全
体で t 値はプラスの値になっており、全国レベルでみればこれらの行動者率と犯罪率は共変関係にあ
ることがわかる。ただし、学習・研究行動者率、スポーツ行動率の場合、犯罪率をアップさせる方向
に影響を与える傾向は一人あたりの県民所得が低い県でみられ、一人あたりの県民所得が高い道府県
の場合はどちらかといえば犯罪率を抑制する方向に影響を与えているとみることができる（７）。
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（３）中高年就職率への影響
それでは中高年就職率への影響を見てみよう。図３１から図３５が学習・研究行動者率を含む要因の中
高年就職率への影響を示しており、図３６から図４０がスポーツ行動者率を含む要因の影響を、図４１から
図４５が趣味・娯楽行動者率を含む要因の影響を示している。
まず、学習・研究行動者率の中高年就職率への影響をみると、４７都道府県全体（図３１）を含むすべ
ての地域類型で学習・研究行動者率の t 値はプラスの値になっている（図３２～図３５）。学習関係の活
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動が盛んになると中高年就職率もアップする傾向がみられることがわかる。
スポーツ行動者率をみると（図３５～図４０）、一人あたりの県民所得が「高」の都府県（図３７）を除
き、いずれの地域類型でもスポーツ行動者率の t 値はプラスの値になっている。スポーツ活動の場合
も、それが盛んになると中高年就職率はどちらかといえばアップする傾向がみられる。
趣味・娯楽行動者率の場合も（図４１～図４５）、スポーツ活動率と同様の傾向がみられる。一人あた

りの県民所得が「高」の都府県（図４２）を除き、いずれの地域類型でも趣味・娯楽行動者率の t 値は
プラスの値になっており、趣味・娯楽活動が盛んであれば中高年就職率はアップする傾向がみられる。
これらの結果から、学習・研究行動者率、スポーツ行動者率、趣味・娯楽行動者率は、どちらかと

いえば中高年就職率に対してプラスの影響を与え、それらの行動率がアップすると中高年就職率も
アップする傾向がみられる（８）。
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（４）生活習慣病による死亡率に対する影響
学習・研究行動者率を含む要因の生活習慣病による死亡率への影響を示しているのが図４６から図５０

で、スポーツ行動者率を含む要因の影響を示しているのが図５１から図５５で、趣味・娯楽行動者率を含
む要因の影響を示しているのが図５６から図６０である。
学習・研究行動者率の影響をみると（図４６～図５０）、一人あたりの県民所得が「高」の都府県（図

４７）を除き、学習・研究行動者率の t 値はマイナスの値となっており、生活習慣病による死亡率を低
下させる方向に影響を与えていることがわかる。
スポーツ行動者率の場合は（図５１～図５５）、いずれの地域類型でもスポーツ行動者率の t 値はマイ

ナスの値となっている。スポーツ活動には生活習慣病による死亡率を抑制する傾向がみられる。
趣味・娯楽行動者率の影響では、一人あたりの県民所得が「中の高」の道府県（図５８）を除いて、趣
味・娯楽行動者率の t 値はマイナスになっている。
このように、学習・研究行動者率、スポーツ行動者率、趣味・娯楽行動者率のいずれも、どちらか

といえば生活習慣病による死亡率に対してマイナスの影響を与えており、それらの行動者率がアップ
すると、生活習慣病による死亡率は低下する傾向がみられる。
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４ 今後の課題
これまでみてきた結果から、人々の学習関係の行動が地域にもたらす効果として、ボランティア活

動の活発化、中高年就職率のアップ、生活習慣病による死亡率の抑制に何らかの関係があるとみるこ
とができる。最後に今後の課題を、３点ほど指摘しておこう。
１）今回は、地域指標としてボランティア活動率、犯罪率、中高年就職率、生活習慣病による死亡率
を取り上げたが、今後さらに多様な地域指標についても分析する必要がある。

２）これまで平成１３年度のデータを中心に、空間的な地域差に着目して分析してきたが、アウトカム
分析の場合は時間差で分析する必要がある。今後は、時系列変化の観点から分析する必要がある。

３）データを重ねることで、傾向性を捉えることを試みてきたものの、やはり、重回帰分析を用いて
も目的変数と説明変数の見かけの相関を排除することはできないという限界がある。その上、複数
の説明変数の影響の大きさを比較する手法である重回帰分析で、どこまで特定の説明変数の影響を
明らかにできるかについての疑問が残る。例えば、目的変数と、影響を調べようとする特定の説明
変数との相関がもともとあまりみられない場合などがそうである（９）。今回の分析のように一つの
要因の影響の仕方を調べようとしても、目的変数と説明変数の間の相関がほとんどみられない場合
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学習・研究行動者率 スポーツ行動者率 趣味・娯楽行動者率
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「高」の都府県

２９１４．８２８～
４２１８．７８１千円

東京、愛知、滋賀、静岡、千葉、栃木、大阪、
神奈川、石川、茨城、富山、群馬

一人あたりの県民所得が
「中の高」の道府県

２７５２．４５１～
２９０３．７８５千円

広島、福井、三重、長野、埼玉、岐阜、山口、
岡山、北海道、京都、新潟、香川

一人あたりの県民所得が
「中の低」の県

２４８０．５２６～
２７４１．６９千円

福島、奈良、徳島、兵庫、大分、山梨、宮城、
鳥取、福岡、熊本、島根

一人あたりの県民所得が
「低」の県

２０５５．２６３～
２４６７．４５千円

愛媛、岩手、山形、佐賀、宮崎、秋田、和歌
山、青森、長崎、高知、鹿児島、沖縄

には、重回帰分析では説明変数の組み合わせいかんで異なる傾向が出てしまうのである。社会の因
果関係を探るのに適した分析手法を探し出すことは極めて難しいと思われるが、今後はより望まし
い手法を探す必要もあろう。

【注】
（１）浅井経子「生涯学習推進のための地域診断法の開発に向けて－社会教育費と地域指標の関係－」（八洲学

園大学紀要第２号、平成１８年）、浅井経子「社会教育への財政投入の効果に関する研究－職業関係の地域指
標の場合－」（同紀要第３号、平成１９年）、浅井経子「生涯学習推進の効果に関する分析－ボランティア活動
率、投票率、犯罪率への社会教育費の効果－」（日本生涯教育学会論集２８、平成１９年）など。
今回の分析を含めこれらの研究は、①生涯学習推進に公的な資金を投入しても成果が見えにくいといった
批判があり、生涯学習推進の効果を測定することが求められている、②行政機関、施設等でも政策評価や事
業評価が行われており、その際の決め手としてアウトカム評価を明らかにする必要がある、といった課題に
応えることも意図している。

（２）総務省『社会生活基本調査』を使ったが、同調査では、学習・研究、スポーツ、趣味・娯楽の行動それぞ
れについて、過去１年間の自由時間に行った人を調査している。なお、学習・研究行動者率については、大
学受験準備等のための学習が入らないように２５歳以上の行動者率を算出した。スポーツ行動者率と趣味・娯
楽行動者率については同調査のデータをそのまま使ったので、１５歳以上の行動者率である。
これらの行動者率の相関係数は表１のようになっており、相互の相関は高い。

表1 3つの行動者率間の相関係数

（３）高齢者の場合であるが、学習が健康に寄与することは、平成８年に実施した日本、韓国、アメリカ、イギ
リス、ドイツ、スウェーデンの６ヵ国の国際比較調査でも明らかにされている。それについては、国立教育
会館社会教育研修所『高齢者の学習・社会参加活動の国際比較』（平成７，８，９年度文部省委嘱事業）、平成９
年９月を参照のこと。

（４）地域類型別の一人あたりの県民所得額と都道府県は表２のようになっている。

表2 地域類型と一人あたりの県民所得、都道府県

（５）内田治は「t 値の絶対値が大きい変数ほど目的変数 y を予測（説明）する上での貢献度が高いと考える」
「t 値を重視しており、標準偏回帰係数は参考程度にしかみていない」と述べている。内田治『すぐわかる
EXCEL による回帰分析』東京図書、２００２年、７２頁、７４頁。

（６）重回帰分析に際して要因として取り上げたデータについては、表３のようになっている。

学習行動の効果に関する研究
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表３ 都道府県のデータ

地 域 指 標 等 最小値~最大値 算 出 方 法 等

学習・研究行動者率 １９．３９～４１．９６％

１年間に行った２５歳以上の比率。自由時間の中
で仕事，転職・就職，技術・資格取得のため，
知識・教養を高めるために行ったもの。仕事と
して行うものや，学生が学業として行うものは
除く。

スポーツ行動者率 ５７．７～７５．６％

１年間に行った１５歳以上の比率。余暇活動とし
て行ったもので、体育の授業で行うものや職業
スポーツ選手が仕事として行うものは含まな
い。

趣味・娯楽行動者率 ７６．２～８８．９％
１年間に行った１５歳以上の比率。自由時間の中
で行ったもので、パチンコ、テレビゲーム、カ
ラオケ等を含む。

一人あたりの社会教育費（県・市
町村合計）

９．５～２８．９千円 社会教育費（県＋市町村財政）／人口総数

ボランティア活動率 ２１．６～３９．１％ １５歳以上ボランティア年間行動者率
犯罪率：千人あたり刑法犯認知件数 ９．３１～３７．１１件 刑法犯認知件数／千人あたり人口
中高年者（４５歳以上）就職率 １．９～９．８％ ４５歳以上就職件数／４５歳以上月間有効求職者数×１２
生活習慣病による死亡率 ３３０．６～３２６．８人 生活習慣病による死亡数／人口１０万人

ごみリサイクル率 ５．９～２１．５％
総収集量のうち」資源の占める割合
（直接資源化量＋中間処理後再生利用量＋集団
回収量）／（ごみ総収集量＋集団回収量）×１００

就職率 ３．２～９．７％ 就職件数（年度計）／月間有効求職者数（年度計）
中高年者就職者比率・対就職件数 １４～４８．８％ ４５歳以上就職件数／就職件数
人口 ６１～１２１４万人 平成１３年
年少人口割合（１５歳未満） １１．９～１９．７％ １５歳未満人口／人口総数
老年人口割合（６５歳以上） １３．５～２５．５％ ６５歳以上人口／人口総数
生産人口（１５～６４歳）割合 ６０．３～７１．９％ １５～６４歳人口／人口総数
一人あたりの県民所得 ２０５５．２６３～４２１８．７８１千円 県民所得／人口総数
一人あたり教育費（県・市町村合計） １１０．２～２１４．６千円 教育費（県＋市町村財政）／人口総数
民生費割合（県） ６．２９～１７．８５％ 民生費（県財政）／歳出決算総額（県財政）
一人あたり民生費（県・市町村合計） ８１．３～１７５．８千円 民生費（県＋市町村財政）／人口総数
一人あたり社会福祉費（県・市町村合計） ２２．３～５０千円 社会福祉費（県＋市町村財政）／人口総数
６５歳以上人口一人あたり老人福祉費（県・市町村合計） １４８．２～２５０．９千円 老人福祉費（県＋市町村財政）／６５歳以上人口総数
生活保護率 １．８６～１９．４８人 月平均生活保護被保護実人員／人口千人
１万人あたり地方公務員比率 １７９．７３２１～３６７．５８０２人 地方公務員数（都道府県、市町村、事務組合）／１万人あたり人口
有効求人率 ０．２１～０．７４％ 月間有効求人数（年度計）／月間有効求職者数（年度計）
充足率 ５．５～２５％ 就職件数（年度計）／月間有効求人数（年度計）
パートタイム就職率 ５～５７．７％ パートタイム就職件数（常用）／パートタイム月間有効求職者数（常用）
中高年就職者比率 １４～４８．８％ ４５歳以上就職件数／就職件数
高等学校新規卒業者の求人倍率 ０．３７～４．７６倍 新規学卒者求人数（高校）／新規学卒者求職者数（高校）
大学新規卒業者無業者率 ６．９～４２．７％ 大学卒業者のうち無業者数／大学卒業者数
大学等への進学率 ３１．１～５３．５％ 大学、短大等への進学率（専修学校は含まない）
不登校による中学校長期欠席生徒比率 １８．６６～３８．７８人 生徒千人あたりの年度間３０日以上の欠席生徒数

男子有業者２次活動平均時間（分） ４４１～５１４分 ２次活動：個人が課程や社会の一員として行う
義務的な行動のこと。通勤、通学、仕事、学業、
家庭、介護、育児、買い物等。女子有業者２次活動平均時間（分） ４９０～５４９分

一人あたり個人預金残高（円） ２７７７０６８～８４０３３２０円 個人預貯金残高総額／人口総数

浅 井 経 子
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（受理日：２００８年１月３０日）

（７）これまでの、一人あたりの社会教育費の効果分析では、一人あたりの社会教育費が高いと犯罪率は低下す
る傾向がみられ、今回の学習関係の行動とは逆の結果となっている。それがどのような理由なのかについて
は、今後検討する必要がある。

（８）これまでの、一人あたりの社会教育費の効果分析では、一人あたりの社会教育費と中高年就職率の間には
はっきりした傾向がみられなかった。今回の学習関係の行動についての分析結果と対照的である。その理由
については、今後検討する必要がある。

（９）具体的に説明変数を変えることにより、相反する結果が出た例をあげると、今回は取り上げなかった「一
人あたりの社会教育費」について、一人あたりの県民所得が「低」の県の場合で、一人あたりの社会教育費
がアップすると犯罪率が低下するという分析結果（補正 R２＝０．９８４）と犯罪率もアップするという分析結
果（補正 R２＝０．９９９７）の両方が得られており、いずれも説明力は極めて高い数値となっている。ただし、
一人あたりの県民所得が「低」の県の場合、「一人あたりの社会教育費」と犯罪率の相関係数の絶対値は低
く、相関はほとんどみられない。
前者の場合は、説明変数として「一人あたりの社会教育費」「生産年齢人口割合」「一人あたりの県民所得」
「就職率」「一人あたりの個人預貯残高」「一世帯あたり家計実収入」「女性の２次活動平均時間」を取り上げ
た（浅井経子「生涯学習推進の効果に関する分析－ボランティア活動率、投票率、犯罪率への社会教育費の
効果－」日本生涯教育学会論集２８、平成１９年を参照）。一方、後者の場合は、説明変数として「一人あたり
の社会教育費」「趣味・娯楽行動者率」「６５歳以上人口一人あたりの老人福祉費」「人口一人あたりの社会福
祉費」「一人あたりの個人預貯残高」「生産年齢人口割合」「大学新規卒業者無業者率」「パートタイム就職率」
を取り上げた（本稿の図３０を参照のこと）。

地 域 指 標 等 最小値~最大値 算 出 方 法 等
家計実収入（勤労世帯） ３９５～７１８．９千円 勤労者世帯、１ヶ月間
一世帯あたり消費支出（全世帯） ２２５．７～３７８．３千円 全世帯、１ヶ月間
平均貯蓄率（勤労者世帯） ０．２～３３％ 預貯金純増＋保険純増／可処分所得（勤労者世帯）
教育費割合（全世帯） ２．８～６．７％ 教育費（全世帯）／消費支出（全世帯）
教養娯楽費割合（全世帯） ８．４～１２．５％ 教養娯楽費（全世帯）／消費支出（全世帯）
千人あたり書籍・雑誌小売業年間販売額 １０２２８～３８３１０千円 書籍・雑誌小売業年間販売額（千円）／千人
自殺率 １６．２～３７．１人 自殺者数／人口
高血圧疾患による死亡率 ２．６～１０．２人 高血圧疾患による死亡数／人口１０万人
糖尿病による死亡率 ６．９～１７．５人 糖尿病による死亡数／人口１０万人

出典
・総務省『社会生活基本調査』、『社会生活統計指標』、『平成１５年度市町村別決算状況調』
・各都道府県の『統計年鑑』、『統計書』
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